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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第35期
第１四半期
累計期間

第36期
第１四半期
累計期間

第35期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（千円） 3,248,6833,587,88913,271,841

経常利益（千円） 737,356 771,9272,845,626

四半期（当期）純利益（千円） 419,431 442,9381,591,302

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 497,914 950,754 950,754

発行済株式総数（千株） 17,592 18,392 18,392

純資産額（千円） 8,732,32910,999,41610,686,174

総資産額（千円） 27,701,28030,332,71328,874,719

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
23.84 24.08 90.29

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 14

自己資本比率（％） 31.5 36.3 37.0

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、持分法適用会社を有していないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業内容について、重要な変更はありません。　　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間末現在において当社が判断したものであります。

　

（１）業績の状況

　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、円安等輸出環境の改善により輸出企業の生産活動は緩やかに改善

してきており、前事業年度後半からの回復基調が持続されている状況であります。

　こうした経済環境のもとで、当社は主力事業であるスポーツクラブ事業において２店舗を開業、ホテル事業におい

ても１店舗を新規開業するとともに、「ホリデイスポーツクラブ」及び「ＡＢホテル」の新規開発をそれぞれ１店

舗決定いたしました。

　スポーツクラブ事業における既存47店舗の第１四半期末の会員数は、前年同四半期と比べほぼ同数であり、ホテル

事業における既存５店舗の宿泊稼働率は前年同四半期と比べ上昇しております。

　一方、ＡＢホテル名古屋栄の新規開発経費の計上、スポーツクラブ事業における広告宣伝強化、６店舗のサウナ室

改修工事、７店舗における水垢等のクリーニング実施により、売上原価及び営業経費は前年同四半期に比べ増加し

ております。  

　この結果、当第１四半期累計期間における売上高は3,587百万円（前年同四半期比10.4％増）、営業利益804百万円

（同3.2％増）、経常利益771百万円（同4.7％増）、四半期純利益442百万円（同5.6％増）となりました。

　なお、各セグメントの業績は次のとおりであります。 

＜スポーツクラブ事業＞

　スポーツクラブ事業の当第１四半期末における店舗数は、平成25年４月に開業した「ホリデイポーツクラブ盛

岡」、同６月に開業した「ホリデイスポーツクラブ市原五井」を含め55店舗となりました。

　前事業年度に開業した６店舗及び当第１四半期に新規開業した２店舗による増収効果により、売上高は2,949百万

円（前年同四半期比11.7％増）となりました。　

＜ホテル事業＞  

　ホテル事業の当第１四半期末における店舗数は、平成25年６月に開業した「ＡＢホテル名古屋栄」を含め６店舗

となりました。

　ホテル事業における宿泊稼働率は平成25年６月15日に開業した「ＡＢホテル名古屋栄」を含め88.3％と高稼働を

維持しており、売上高は280百万円（同7.7％増）となりました。　

＜不動産事業＞

　不動産事業において展開する賃貸マンション「Ａ・Ｃｉｔｙ」等においては、第１四半期における入居率は98％

台と高い数値で安定しており、売上高は357百万円（同3.0％増）となりました。

　　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

（３）研究開発活動

　　該当事項はありません。

（４）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通しにつきましては、当第１四半期累計期間におい

て重要な変更はありません。
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（５）資本の財源及び資金の流動性の分析

　当社の資金需要のうち主なものは、設備投資資金のほか、販売費及び一般管理費等の営業費用によるものであり、

営業費用の主なものは、人件費及び販売手数料であります。　

　今後もスポーツクラブ事業（「ホリデイスポーツクラブ」）及びホテル事業（「ＡＢホテル」）の開発により、

設備投資資金の需要は大きくなるものと予想されますが、リースバック方式の導入等資金需要の伴わない開発の割

合を増加させ、投資による資金需要を最小限に抑える創意工夫を行ってまいります。

　

（６）経営者の問題認識と今後の方針について

　スポーツクラブ事業においては、新プログラムの開発、地域の皆様の健康増進に寄与するサービスの提供に努め、

今後も関東圏から関西圏の大都市圏を中心に年間８店舗を目標に新規開発を行ってまいります。 

　ホテル事業につきましては、食事に関するサービスの更なるバリューアップ、集客経路の多様化、サービスの質の

向上により稼働率の増加を図るとともに、マーケットの状況、景気動向等を総合的に勘案し年間２棟を目標に新規

開発を行ってまいります。

　賃貸マンション「Ａ・Ｃｉｔｙ」を主力とする不動産事業におきましては、附帯サービスの提供等新規サービス

の企画開発を行い、賃貸マンションの満室経営を目標にサービスの提供を行ってまいります。

　また、新規開発に伴う設備投資額については東日本大震災の復興需要等により増加傾向にありますが、建設プラン

の見直し等により開発コストの低減に努めてまいります。　

　今後の成長戦略においては、新規開発物件の徹底した市場調査、資金調達の多様化を図り、継続した成長戦略を推

進できる体制を構築するとともに、各事業における新商品の開発に取組んでまいります。　　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,040,000

計 23,040,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月５日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 18,392,000 18,392,000

　東京証券取引所

　名古屋証券取引所

　各市場第二部　

単元株式数100株

計 18,392,000 18,392,000 － －

（注）１．大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）につきましては、平成25年４月15日に上場廃止申請を行い、同

年６月１日に上場廃止となっております。

　　　２．平成25年４月15日開催の取締役会において、会社法第178条に基づく自己株式の消却を決議し、平成25年４月26日

に普通株式351株を消却いたしました。

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成25年４月26日 △351 18,392,000 － 950,754 － 814,104

（注）平成25年４月15日開催の取締役会において、会社法第178条に基づく自己株式の消却を決議し、平成25年４月26日に

普通株式351株を消却いたしました。

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　2,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 18,366,800 183,668

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

単元未満株式 普通株式     23,151 － －

発行済株式総数 18,392,351 － －

総株主の議決権 － 183,668 －

 （注）「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式91株が含まれております。　

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社　東祥

愛知県安城市三河

安城町１丁目16番

地５

2,400 － 2,400 0.01

計 － 2,400 － 2,400 0.01

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成25年４月１日から平成25年

６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社を有しておりませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,511,647 3,145,880

売掛金 34,205 32,861

営業未収入金 233,457 460,761

商品 1,260 1,087

貯蔵品 36,052 25,797

繰延税金資産 117,131 55,946

その他 204,849 361,708

貸倒引当金 △180 △180

流動資産合計 3,138,426 4,083,863

固定資産

有形固定資産

建物 25,220,032 26,029,523

減価償却累計額 △8,231,283 △8,471,667

建物（純額） 16,988,749 17,557,855

構築物 1,844,552 1,902,848

減価償却累計額 △1,181,782 △1,209,774

構築物（純額） 662,770 693,073

機械及び装置 616,576 657,766

減価償却累計額 △308,610 △323,812

機械及び装置（純額） 307,965 333,953

車両運搬具 35,062 35,062

減価償却累計額 △24,195 △25,280

車両運搬具（純額） 10,866 9,781

工具、器具及び備品 660,720 687,331

減価償却累計額 △527,757 △541,437

工具、器具及び備品（純額） 132,962 145,893

土地 3,272,370 3,410,503

リース資産 741,657 887,573

減価償却累計額 △182,220 △197,377

リース資産（純額） 559,436 690,196

建設仮勘定 1,165,278 745,144

有形固定資産合計 23,100,399 23,586,403

無形固定資産 35,752 35,286

投資その他の資産

敷金及び保証金 1,495,685 1,529,418

繰延税金資産 446,815 456,094

その他 641,164 628,990

貸倒引当金 △17,388 △17,378

投資その他の資産合計 2,566,276 2,597,124

固定資産合計 25,702,429 26,218,814

繰延資産

株式交付費 3,956 3,617

社債発行費 29,906 26,418

繰延資産合計 33,863 30,036

資産合計 28,874,719 30,332,713
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,780 2,676

短期借入金 610,000 1,397,000

1年内償還予定の社債 780,000 780,000

1年内返済予定の長期借入金 2,888,186 2,972,771

リース債務 48,357 57,809

未払法人税等 752,501 297,397

その他 1,638,982 1,713,204

流動負債合計 6,720,808 7,220,858

固定負債

社債 1,260,000 1,200,000

長期借入金 7,501,756 7,979,792

リース債務 534,232 658,059

役員退職慰労引当金 836,760 849,250

資産除去債務 171,825 173,039

その他 1,163,161 1,252,297

固定負債合計 11,467,736 12,112,438

負債合計 18,188,545 19,333,297

純資産の部

株主資本

資本金 950,754 950,754

資本剰余金 814,104 814,104

利益剰余金 8,923,104 9,237,062

自己株式 △1,789 △2,504

株主資本合計 10,686,174 10,999,416

純資産合計 10,686,174 10,999,416

負債純資産合計 28,874,719 30,332,713
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 3,248,683 3,587,889

売上原価 2,148,596 2,410,237

売上総利益 1,100,086 1,177,651

販売費及び一般管理費

役員報酬 67,905 70,560

給料 49,950 61,531

支払手数料 44,653 46,948

その他 158,483 194,439

販売費及び一般管理費合計 320,992 373,479

営業利益 779,093 804,172

営業外収益

受取利息及び配当金 1,194 1,695

受取手数料 29,871 31,207

雑収入 13,262 7,060

営業外収益合計 44,328 39,963

営業外費用

支払利息 69,377 58,813

雑損失 16,689 13,395

営業外費用合計 86,066 72,208

経常利益 737,356 771,927

特別利益

固定資産売却益 2,698 －

新株予約権戻入益 868 －

特別利益合計 3,567 －

税引前四半期純利益 740,923 771,927

法人税、住民税及び事業税 287,496 277,081

法人税等調整額 33,995 51,906

法人税等合計 321,491 328,988

四半期純利益 419,431 442,938
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

減価償却費 307,438千円 314,946千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当に関する事項

　　　　　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当原資　

平成24年6月20日

定時株主総会
普通株式 105,542 6.0平成24年３月31日平成24年６月21日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

配当に関する事項

　　　　　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当原資　

平成25年６月18日

定時株主総会
普通株式 128,729 7.0平成25年３月31日平成25年６月19日利益剰余金

　

（持分法損益等）

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期
損益計算書
計上額
（注）２　

スポーツクラ
ブ事業

ホテル事業 不動産事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 2,641,224260,540　 346,918　 3,248,683　 －　 3,248,683　
セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

　　　　　 計 2,641,224260,540　 346,918　 3,248,683　 －　 3,248,683　

セグメント利益 690,69971,965　 149,281　 911,947　 △132,853　 779,093　

（注）１．セグメント利益の調整額△132,853千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。

　　　　　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。　　　　

　

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期
損益計算書
計上額
（注）２　

スポーツクラ
ブ事業

ホテル事業 不動産事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 2,949,855280,694　 357,339　 3,587,889　 －　 3,587,889　
セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

　　　　　 計 2,949,855280,694　 357,339　 3,587,889　 －　 3,587,889　

セグメント利益 725,67345,698　 177,177　 948,549　 △144,377　 804,172　

（注）１．セグメント利益の調整額△144,377千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。

　　　　　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。　　　　

　

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社　東　祥(E04018)

四半期報告書

12/15



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 23円84銭 24円08銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 419,431 442,938

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 419,431 442,938

普通株式の期中平均株式数（千株） 17,590 18,389

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

―――　 ―――　

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月５日

株式会社東祥

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴　木　賢　次　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 近　藤　繁　紀　印

　
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社東祥の平

成25年４月１日から平成26年３月31日までの第36期事業年度の第１四半期会計期間（平成25年４月１日から平成25年６

月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。　

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社東祥の平成25年６月30日現在の財務状態及び同日をもって終了する第１

四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期財

務諸表に添付する形で別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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